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図書紹介 「デザイン理論』45/2004

藤 田 治 彦 監 修

『ウ ィ リア ム ・モ リス と ア ー ツ&ク ラ フ ツ』

「ウ ィ リア ム ・モ リス とアー ツ&ク ラフ ツ」展 実行 委員 会,2004

渡 邊 眞/京 都市立芸術大学

本書 は,大 丸 ミュージアム梅 田で開催 され

た 「ウィリアム ・モ リスとアー ツ&ク ラフツ」

展(2004年9月15日 一10月13日)を 記念 して

出版 された もので,カ タログ的な意味 を持 ち

出品作 品の写真 図版 も魅力的 であるが,多 才

な執筆者 を擁 して,ア ーツ ・ア ン ド・クラフ

ツ運動 を幅広 く捉えよ うとした意欲的 な試み

で もあ る。

意匠学会 の会員 としては,藤 田治彦会員が

監 修 と 「アー ツ ・ア ン ド・クラフツ運動 とは

何か」,「アー ト・ワーカーズ ・ギル ドとアー

ツ ・ア ン ド・クラフツ展覧会協会」,「ウィ リ

アム ・モ リスと古建 築物保護運動」 を担 当 し,

藪 亨会員が 「セ ンチ ュリー ・ギル ドの先駆 的

総合活動 」,吉 村典子会員 が 「モ リス と ド・

モーガ ンの 「理想の工房」:マ ー トン ・ア ビー

の工房群 」,今 井美樹会員 が 「ケルム スコ ッ

ト・プレスとプライ ヴェー ト・プ レス運動」,

菅 靖子会員が 「セ ントラル ・スクール ・オブ ・

アーツ ・ア ン ド・クラフツ」,平 光 睦子会員

が 「ウィ リアム ・モ リス とアーツ ・ア ン ド・

クラフツ運動関連主要人名」 を担 当 してい る。

会員以外 のテーマ も列挙 してお くと,ウ ィ

リアム ・モ リス ・ギャラ リーの ピーター ・コー

マックによる 「ウ ィリアム 。モ リスとアーツ ・

ア ン ド・クラフツ運動」 がモ リス と運動 の概

要 を伝え,運 動 の各側面を扱 った 「ジョン ・

ラスキンとセン ト・ジ ョージのギル ド」,「C・

R・ アシュ ビー とギル ド・オ ブ ・ハ ンデ ィク

ラフ ト」,「 『ステ ユーデ ィオ』誌 とアーツ ・

ア ン ド・クラフツ運動 」,さ らに 「ウ ィリア

ム ・モ リスとイギ リスの社会主義 」 とい った

モ リスの社会主義運動をテーマに した ものや,

「ウ ィリア ム ・モ リス と21世 紀 の世 界」 と題

したモ リスの今 日的意義 を問 う もの,「 日本

に生 きる草 の根のアーツ ・ア ン ド・クラフツ」

とい う今 日の 日本 における実践を報告 した も

のな ど多彩 な論述が並んで いる。

全体 的な印象 を言 えば,各 論文のペー ジ数

に限 りがあ ったよ うで,少 し論及 に物足 りな

さがあ ったが,適 切 な人選 もあって,簡 潔で

専門的なま とま りを示 して いる。会員の論文

に限 って,そ の内容 を少 し紹介 してお きた い。

藤田会員 の 「アーツ ・ア ン ド・クラフツ運

動 とは何か」 で強調 され たのは,

そ れは,字 義通 りに取 るな らば 「複数形

の美術 と工芸」 の運動 ということになる

が,実 際にはあ らゆる造形芸術 どころか,

人 間の生の営みを社会全体 あるいは環境

全体 との関係 において とらえ よ うと した,

現 在の環境 保護運動 な どとも結 びつ く壮

大なデザイ ンの運動 であ り,地 域福祉 と

表裏一体をなす社会運動 で もあ った。

という広範な運動性 であ る。

また 「アー ト・ワーカーズ ・ギル ドとアー

ッ ・ア ン ド・クフツ展覧会協会」 では,ア ー

ト・ワーカーズ ・ギル ド設立 の機縁 とな った

アーテ ィス トの グループであ る 「ザ ・フ ィフ

テ ィー ン」 と建 築家 を中心 と した グルー プ

「セ ン ト・ジ ョー ジ芸術協 会」 の活 動か ら,

ギ ル ドの結成を追 い,モ リス との関係 の微 妙

さを指摘す る。興味深いのは,「 アー ト・ワー

カーズ ・ギル ドはいわば ロン ドンの クラブの

一 つで あった
。」 とい う性格 の指摘 で,そ の

ため もあってか,今 日まで存続 し,活 動 を続

けているということであ る。
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藪会員の 「セ ンチ ュリー ・ギル ドの先駆 的

総合活動」 では,セ ンチュ リー ・ギル ドの活

動を,ヘ ン リー ・コールが企て た事業 「フェ

リックス ・サマ リー美術製 品」 の流れを汲む

ものと位置付 け,モ リスの社会主義的運動の

系譜 とい うより 「……む しろ唯美主義の流れ

に組 みす る」 と特 徴づ け,自 分 たちの工房で

の製作だ けでな く,他 の製作会社や販売会社

にデザイ ンを積極的 に提供 する姿勢 に注 目 し

ている。文芸作品を多 く掲載 した機 関誌 『ホ

ビー ・ホース』の発行な ど,特 異 な側面,活

動 の幅広 さが指摘 されてい るが,1888年 と い

う早い時期での解散 の理 由が,運 営記録が残 っ

ていないこともあって,十 分解 明できない点

を問題 として いる。

吉村会員 の 「モ リスと ド・モーガ ンの 「理

想の工房」:マ ー トン ・ア ビーの工 房群 」 で

は,モ リス と製陶業者 の ド・モーガ ンの交流

とマー トン ・ア ビーにそれ ぞれの 「理想 の工

房」 を並設す る動 き,工 房 の活動の様子 が詳

述 されている。 マー トン ・ア ビー 自体美 しい

場所であ り,理 想 の工房 の地 に相応 しい とこ

ろのよ うであ ったが,モ リスが,そ こに完全

に居を移 さず,や は り活動 の中心を ロン ドン

に置いていた とい う著者 の指摘 は,モ リスの

一面を語 るもの として興 味深 い
。

今井会員の 「ケルムス コッ ト・プレスとプ

ライヴェー ト・プレス運動」では,エ マ リー ・

ウ ォー カーの講演を刺激 とするケル ムスコ ッ

ト・プ レス設立の経緯には じま り,モ リスが

紙を選定 し,活 字を創作 し,レ イアウ トやオー

ナメ ン トに創意工夫を凝 らした様子 を伝え,

さ らに 「……装丁 に関 しては余 り関心 が払 わ

れなか った。」 とい う意外 な事実 が指摘 され

ている。勿論,印 刷 された本の ことや,プ ラ

イ ヴェー ト・プ レス運動への影響について も

ま とま りよ く論述 されて いる。

菅会員 の 「セ ン トラル ・スクール ・オブ ・

アー ッ ・ア ン ド ・クラフツ」 で は,「 モ リス

とアーツ ・ア ン ド・クラフツ運動の理 念が行

政 レベルに組 み込 まれ た」動 きとしてのセ ン

トラル ・ス クール ・オ ブ ・アー ッ ・ア ン ド・

クラフツの開設 を主題 と し,設 立に尽力 し,

初 代校長 とな ったウィ リアム ・レサ ビーの活

躍 と,セ ン トラル ・スクールの草創期の様 子,

エ ドワー ド・ジョンス トンの起用 によるタイ

ポグラフィーの開花 と伝統 の形成が語 られて

いる。

最後 に造形以外 の領域 におけるモ リスの活

動 の一っであ る古建築物保護運動 について,

藤 田会員が,モ リスによる古建築物保護協会

の創設 の経緯,活 動 内容 を伝 え,さ らに今 日

の活動様相 も詳述 されてい る。古建築物保護

協会 が,ジ ョー ジア ン建築以前 の歴史的建造

物 を対象 とす る保護 活動 団体 として今 日に至

り,そ れ に対 して,ジ ョー ジア ン ・グルー プ,

ヴ ィク トリア ン協 会,20世 紀 協会 など別の時

代を対象 にす る団体が生まれ,そ れ らが協力

しあ ってイギ リスの歴 史的建造物 を保護 しよ

うとする様子 は,興 味深 く,う らやま しい。

以 上,会 員 の論文 についてのみ紹介 したが,

最後 に図版 の面で は,モ リスやモ リス商会以

外の作品 も多 く,ア ー ツ ・アン ド・クラフツ

運動 を幅広 く捉え る手がか りを与 えて くれ る

もの とな っている。
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